
事故防止のための援助会員の留意事項 

 

 

内容 留意事項 
確

認 

（1）乳児の扱い 

・SIDS（乳幼児突然死症候群）はうつぶせ

寝で発症率が高いことから、特段の理由

がない限り、乳児は顔が見えるあおむけ

で寝かせる。 

・窒息や誤飲、ケガ防止のため、乳児をな

るべく一人にしない。 

・寝かせ方に十分配慮する。 

 

（2）子どもの転倒事故 

・子どもの進路につまづきやすいものや

段差がないか確認する。 

・帰宅途中は手をつないで歩くなど転倒

防止に努める。 

 

（3）遊具などからの  

落下事故 

・鉄棒の上を歩く、うんていの上に登る、

ブランコから飛び降りるなど、誤った遊

具利用をさせない。 

・事故はわずかな時間で発生するため、

子どもから目を離さないで、子どもの動

きに対応できるよう常に注意を払う。 

 

（4）自転車による事故 

・子どもを自転車に乗せる際はチャイル

ドシートを使用し、ヘルメットを着用さ

せる。 

 

（5）火気使用時の  

接触事故 

・ストーブなどの火気は、子どもが触れ

ないようガードをつけたり手が届かない

場所に配置する。 

 

 

 

 


